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L07a 微惑星円盤内での微惑星連星形成
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橋大学）

太陽系の外側、カイパーベルトの領域では数十個の微惑星連星が発見されている。この連星は現在まで発見され
ている海王星以遠天体の 1割弱を占めている。しかし、広く認められている惑星集積理論では連星形成は考慮され
ていない。微惑星連星形成を説明するモデルとしては、3体遭遇や exchange モデル、また、CAC(Chaos Assisted
Capture、準安定な 2体に複数回 3体目が遭遇し安定化する) モデルなどが提唱されている。
円盤の外側での計算のため長い積分時間を要することと、粒子数を多く必要としていることにより、通常の計

算機では計算時間がかかりすぎるため、過去の計算では大規模なN体計算は行われていない。
本研究では、 GRAPE-DR を用い、N体計算を行った。微惑星円盤内の微惑星には質量分布をもたせ、パラ

メータサーチを行った。連星形成の、面盤面密度や微惑星の質量、ランダム速度などの依存性を検証した。また、
形成された微惑星連星の離心率や軌道傾斜角の観測値との比較も行う。


